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も植民地的な文化構造が依然 として続 き、それが韓国の戦後的な文化現象 と
してデ ィアスポラの内面的心理を形成 していると指摘し、日韓における朝鮮




1920年 代から1930年 代初め頃までの在 日朝鮮人における文化闘争や闘争文
化について扱ったものである。 金仁徳氏は、戦前在 日朝鮮人の文化は 「民
族」・「共生」・「同化」という概念を中心にみるとき、「民族」と 「同化」的
な要素が重畳されていると言っており、また支配と被支配の文化的様相が個
別的に活動空間に現れたというよりは混在 していたと指摘 している。また彼
は朝鮮村 に注目し、朝鮮村を 「抵抗的文化空間」でありながら同時に日本社
会へ出て行 く在日朝鮮人の準備空間としても捉えている。 金仁徳氏の発表
は、これまで注目されなかった在 日朝鮮人の文化闘争に対する意味をみんな
に考 えさせ られる発表であったと思われる。
(李漢燮)
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